


3．センサ・センシングの技術展望
　人と機械の共存関係の進化に向けて、センサ・センシング技術はどのように発展していくのでしょうか？
紙面の都合上多くは語れませんが、3つほど筆者の私見を述べてみたいと思います。
（1）あらゆるセンサは「画像化」する
　これはセンサのほとんどをカメラ（画像センサ）が担うという意味ではありません。センサの分解能が時
空間軸で向上するだけでなく、（必ずしも同一機能である必要はない）複数のセンサ出力を一括して取り扱
う機会が自ずと増えることから、「あたかも画像データを処理するかのような」データ処理の技術がさらに
飛躍的に進化していくということを意味します。それに伴いオムロンのコア技術の1つでもある画像センシ
ングの知見がますます多面的に活用されていくことになります。
（2）あらゆるセンサが “self-powered” に
　センサは物理的エネルギーを電気信号に変換するエネルギー変換素子という側面を持っています。この電
気信号は、センサ出力としてのみならず、自らのエネルギーとして活用することも可能です。さらには無線
技術の進化により、将来的には無線給電も当たり前の時代になるでしょう。IoT社会における「T」のキー要
素であるセンサは「自分の食い扶持は自分で稼ぐ」ことができる、というのが社会実装の上でますます求め
られるようになると考えられます。
（3）センサの性能がAIとの連携でさらに向上する
　これまでのセンサの進化とは、すなわちハードウェアやデバイスの進化そのものでした。今後センサ（と
いう身体性）はAI（という頭脳）との連携を深め、ハードウェアやデバイスの進化だけでは決して実現でき
ないであろう性能（高分解能性、高速性、ローコスト化など）を実現していくはずです。人間のS/N（シグ
ナル-ノイズ比）感度には限界がありますが、機械にとっては、大量のデータを「見る」ことができれば、人
間の感度限界を超える微弱なS（シグナル）にも反応することが可能です。これがセンサ性能の飛躍的向上
の新しい姿となるでしょう。

4．センシングの未来
　本巻では特集「機械の五感としてのセンシング」以外の論文にもセンサやセンシング技術が陰に陽に登場
します。それだけオムロンの技術はセンサやセンシング技術と密接に関わっているといえます。また冒頭で
は17年前のオムロンテクニクスに掲載されていたセンシング技術展望をあらためて今の時代に眺めてみまし
た。この類似でいくと、17年後のセンシング技術展望では本巻頭はどのように見られているでしょうか？ 
― センサ・センシング技術がSINIC理論5）での自律社会において、身の回りのいたるところで社会実装さ
れ続けている時代において─
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